
ののうち
まこと

発行： ののうち誠後援会
〒699-0108  松江市東出雲町出雲郷1670

電 話・F A X  0 8 5 2 - 5 2 - 3 1 1 7
Eメール nonouchi＠mable .ne . jp

h t t p : / /www .mab le . ne . j p /~nonouch i /

発行日：2020年4月30日

m a k o t om a k o t o

ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。
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経済委員会の議会報告会

　市議会経済委員会では、議会報告会(意見交換会)を1月
28日に開催。会場の市役所委員会室には、第１部では２グ

ループで商工団体の
青年部、第２部には
認定農業者協議会の
皆さんと意見交換を
行いました。産業・観
光に関する市政への
意見や指摘は今後の
議会活動にも参考に
なりました。

ののうち誠 プロフィール
昭和25年生まれ(現在69歳)出雲郷小学校→東
出雲中学校→島根県立松江農林高校→東出雲
町役場就職(平成23年3月に町参事を最後に退
職)→平成23年8月松江市議会初当選、平成25
年4月2期目当選　平成29年４月３期目当選

◆後援会事務局◆
〒699-0108 松江市東出雲町出雲郷1670
TEL・FAX／0852-52-3117
Eメール nonouchi＠mable.ne.jp
http://www.mable.ne.jp/~nonouchi/

ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりを
していきましょう。この度後援会だよりvol.３５を発行いたし
ましたので、ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

後援会のお知らせ

後 援 会 だ よ り A p r i l 最 近 の 活 動から

圏域での新幹線整備要望活動

日ノ丸バスが９月末に路線廃止

　日ノ丸バスの米子～松江
線、運転手不足での９月末
の路線廃止を受けて、４月
からは日の丸バス４便、イエ
ローバス(安来市広域生活
バス)４便の計８便(往復１６
便)が運行しています。イエ

ローバスは、竹矢停留所で市営バスと乗り換えとなります。
　松江市中心部に行くには乗り継ぎが必要、２便減便したこ
となど課題も多い代替措置です。
　問題は日の丸バスが完全廃線する１０月以降です。野々
内も、日の丸バスが走らない１０月以降の対策に、所属会派・
松政クラブを代表して執行部との話し合いを続けていきま
す。市民の足を守るため、頑張ります。

アイパルテまつざわ号の出発式

　４月１３日、東出雲町のア
イパルテで、アイパルテ移
動スーパーまつざわ号の出
発式がありました。東出雲
町と安来市の一部の地域
を定期的に訪問するそうで
す。お店に出かけなくても、
お家の前で買い物ができま
す。どうぞ、ごひいきに。

新型コロナウイルス感染症との闘い
　新型コロナウイルス感染症は
日ごとに拡大し、世界的に感染
者や死者の数が増え続けていま
す。４月１６日には、全国に緊急
事態宣言が出されました。
　島根県でも４月９日に初の感
染者が松江市で発生し、クラス
ター(感染集団)に拡大しました。
新型コロナウイルスの影響は、
施設の休館や学校の休校を始
め、地域経済など各方面に及ん
でいます。
　ウイルス拡大に立ち向かう医
療の確保を始め、経済環境の悪
化から多くの事業者や国民の生
活への支援策・対策が必要だと
考えます。また、市民には、密閉・
密集・密接のいわゆる「３つの密」
を避ける行動をとり、誰にもあげ

商工団体の意見交換で司会進行

ない・誰からももらわない感染拡
大阻止に向けての行動が真に求
められています。
　松江市議会会派・松政クラブ
の一員として、会派議員と一丸
になって、困難の解消に向けて
頑張ってまいります。
　新型コロナウイルス感染症の
一日も早い終息を信じて、闘い
抜きましょう。明けない夜はな
い。こんな時だからこそリスクの
多い東京一極集中から離れて、
若者の地方定着が明日の姿にな
るよう希望を蓄えましょう。

　２月１９日と２０日、中国横断新幹線(伯備新幹線)整備促進
会議と協調して、圏域５市議会の新幹線整備促進議連で国・
国会議員への新幹線整備の要望活動を東京で行いました。
　野々内は、松江市
議会新幹線議連幹
事長として取りまと
め役で参加。上京し
た１７名は２日間で１４
名の国会議員に要
望し、うち８議員に
直接お会いし要望書
を手渡しました。 自民党PT顧問の稲田朋美衆議院議員と

移動スーパーまつざわ号の前であいさつ

4月1日のイエローバス初便



２
月
定
例
議
会

令
和
２
年
度

当
初
予
算
な
ど
を
議
決

　

松
江
市
議
会
２
月
定
例
会
は
、２
月

26
日
に
開
会
し
30
日
間
の
会
期
を
経
て
、

令
和
２
年
度
当
初
予
算
案
な
ど
1
2
4

議
案
全
て
を
議
決
し
て
３
月
26
日
に
閉

会
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、副
市
長
定
数
を
２
名

か
ら
３
名
以
内
に
改
め
る
た
め
の
条
例

の
一
部
改
正
案
を
原
案
通
り
議
決
し
ま

し
た
。こ
れ
に
伴
い
、副
市
長
３
人
目
と

な
る
平
林
剛
氏（
40
歳
）の
同
意
案
件
が

上
程
さ
れ
、原
案
通
り
議
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

関
連
な
ど
の
一
般
会
計
の
追
加
補
正
で

は
総
額
１
億
3
，4
5
7
万
円
余
を
議

決
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
で
は
、松
政
ク
ラ
ブ

が
起
案
し
た「
公
立
・
公
的
病
院
の
再

編
・
統
合
計
画
に
関
す
る
意
見
書
」と

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
す
る
意
見
書
」が
上
程
さ
れ
、全
会

一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
予
算
金
額
や
提
出
議
案
の
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
報
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

クローズアップ
Assignment close up課

題

6
月
定
例
議
会
予
定

6
月

10
日（
水
）
本
会
議

（
会
期
の
決
定
、提
案
説
明
）

17
日（
水
）一
般
質
問・議
案
質
疑・

委
員
会
付
託

23
日（
火
）
建
設
環
境
委
員
会・

予
算
委
員
会
建
設
環
境
分
科
会

26
日（
金
）
予
算
委
員
会

（
分
科
会
長
報
告・質
疑・討
論・採
決
）

30
日（
火
）
本
会
議

（
委
員
長
報
告
、質
疑・討
論・採
決
）、

閉
会

16
日（
火
）一
般
質
問

18
日（
木
）
総
務
委
員
会・

予
算
委
員
会
総
務
分
科
会

15
日（
月
）一
般
質
問

22
日（
月
）
経
済
委
員
会・

予
算
委
員
会
経
済
分
科
会

建
設
環
境
委
員
会
現
地
視
察

19
日（
金
）
教
育
民
生
委
員
会・

予
算
委
員
会
教
育
民
生
分
科
会

建
築
可
能
な
土
地
を

建
築
可
能
な
土
地
を

　
　
　
　

生
み
出
す
に
は

　
　
　
　

生
み
出
す
に
は

 

小
学
校
区
別
に
児
童
数
の
実
態
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。揖
屋
小
学
校
区

は
、ま
ち
の
中
心
部
で
は
あ
り
ま
す

が
、平
成
２０
年
を
ピ
ー
ク
に
児
童
数

が
減
少
に
転
じ
平
成
２４
年
に
は
出

雲
郷
小
学
校
に
逆
転
さ
れ
て
い
ま

す
。既
に
校
区
内
の
市
街
化
区
域
内

に
有
効
な
集
団
的
未
利
用
地
も
な

く
、地
域
活
力
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

出
雲
郷
小
学
校
区
は
、東
出
雲
Ｉ
Ｃ

が
所
在
し
山
陰
道
の
整
備
効
果
を
活

か
す
た
め
に
錦
新
町
な
ど
３
地
区
の

土
地
区
画
整
理
事
業
が
実
施
さ
れ
、人

口
増
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、意
東
小
学
校
校
区
は
、団
地

開
発
に
よ
る
人
口
増
が
一
段
落
し
、平

成
２１
年
か
ら
は
減
少
に
転
じ
て
い
ま

す
。校
区
内
に
は
市
街
化
区
域
内
に

若
干
の
未
利
用
地
が
点
在
し
て
い
ま

す
が
、生
活
上
必
要
な
利
便
施
設
の

不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
別

図
の
と
お
り
で
す
）

　

揖
屋
や
意
東
の
町
な
か
の
小
路
を
歩

い
て
い
る
と
、ま
ち
の
ど
真
ん
中
に
空

き
地
や
畑
に
出
あ
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。都
市
計
画
税
が
賦
課
さ
れ
る
土
地

と
し
て
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。空

地
だ
ら
け
の
街
を
賑
や
か
な
街
並
み
に

戻
す
に
は
、道
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

建
築
基
準
法
に
よ
っ
て
建
物
を
建
て

る
た
め
に
は一
般
的
に
４ｍ
以
上
の
道
路

に
２
ｍ
以
上
接
し
て
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、現
状
の
そ
の
小
路
は
人
一
人
が

歩
く
ほ
ど
の
幅
員
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
う
す
れ
ば
家
を
建
て
ら
れ
る
か
、そ

の
い
く
つ
か
を
検
証
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
一
つ
は「
２
項
道
路
」
と
い
う
方
法

で
す
。建
築
基
準
法
施
行
時
、現
に
建

築
物
が
建
ち
並
ん
で
い
る
幅
員
４
ｍ

（
1
・
8
ｍ
以
上
）未
満
の
道
で
市
が
指

定
し
た
も
の
は
道
路
と
み
な
し
、そ
の

中
心
線
か
ら
の
水
平
距
離
２
ｍ
の
線
を

そ
の
道
路
の
境
界
線
と
み
な
す
も
の
。

こ
の
場
合
４ｍ
の
道
路
と
す
る
た
め
、敷

地
後
退（
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
）が
必
要
で
す
。

　

こ
の
ほ
か「
位
置
指
定
道
路
」と
い

う
方
法
も
あ
り
ま
す
。隣
接
し
た
土
地

所
有
者
が
土
地
を
出
し
合
っ
て
費
用
負

担
を
行
い
、新
た
に
設
け
た
私
道
を
建

築
基
準
法
の
道
路
と
し
て
認
め
て
も
ら

う
方
法
で
す
。

　

い
ず
れ
の
指
定
を
受
け
る
た
め
の

要
件
は
、
市
の
建
築
指
導
課
（
☎

5
5
-5
3
4
2
）に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、都
市
計
画
法
の
開
発
許

可（
1
，0
0
0
㎡
以
上
の
開
発
行

為
）あ
る
い
は
、土
地
区
画
整
理
法
な

ど
の
方
法
で
、幅
員
4
ｍ
以
上
の
道
路

を
築
造
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

建
て
ら
れ
る
の
に
道
路
が
な
く
て

建
て
ら
れ
な
い
と
い
っ
た「
市
街
化
区

域
」
。一
方
で
、市
街
地
に
囲
ま
れ
た

「
市
街
化
調
整
区
域
」に
も
熱
い
目
が

注
が
れ
て
い
ま
す
。

　

市
街
化
調
整
区
域
は
、昭
和
４５
年

に
国
の
指
導
の
も
と
全
国
一
律
の
考
え

方
で
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、既
に
５０
年

を
経
過
し
地
方
の
土
地
利
用
の
実
態

か
ら
時
代
に
合
わ
な
い
区
域
制
度
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。市
街
化
調
整
区
域

に
は
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
っ
て

住
宅
用
地
へ
の
緩
和
が
進
ん
で
い
ま

す
し
、都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
も
検

討
に
値
す
る
と
考
え
ま
す
。

　

特
に
、市
街
化
区
域
周
辺
の
市
街

化
調
整
区
域
に
お
い
て
、計
画
的
な
都

市
基
盤
整
備
を
伴
っ
た
将
来
市
街
地

を
設
定
す
る
検
討
が
急
が
れ
る
と
考

え
ま
す
。

　

松
江
市
内
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
有
す
る
平
野
は
東
出
雲
地
域

に
あ
り
、そ
の
活
用
に
は
熱
い
目
が
注

が
れ
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
た
土
地
需
要
量
を

踏
ま
え
、既
成
市
街
地
の
再
整
備
や

住
民
発
意
の
地
区
計
画
の
導
入
な
ど

を
農
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
も
と
で
進
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。何
よ
り

も
、地
域
活
力
を
戻
す
取
り
組
み
が

喫
緊
の
課
題
で
す
。

揖屋地区の市街化区域に隣接する調整区域

クローズアップ
Assignment close up課

題
土地利用を考える

都
市
計
画
の
弊
害
、

都
市
計
画
の
弊
害
、

市
街
化
調
整
区
域
の
存
在

市
街
化
調
整
区
域
の
存
在

ま
と
め

ま
と
め

揖屋のまちの中にある畑

別図

H11

11,867
(3,745)

H23 H24 H27 R2,2月

揖屋小学校
児童数

東出雲町人口
(世帯数)

5,816
(1,993)

揖屋
(世帯数)

3,184
(1,025)

出雲郷
(世帯数)

2,351
(611)

下意東
(世帯数)

516
(116)

377

219

155

423

423

420

239

480

406

427

229

497

342

419

190

529

321

449

199

452

14,816
(5,048)

7,002
(2,457)

5,412
(1,800)

1,975
(677)

427
(114)

14,972
(5,174)

6,995
(2,481)

5,622
(1,900)

1,929
(678)

426
(115)

15,595
(5,612)

7,090
(2,600)

6,104
(2,146)

2,002
(746)

399
(120)

15,866
(6,055)

7,239
(2,836)

6,397
(2,338)

1,865
(757)

365
(124)

上意東
(世帯数)

意東小学校
児童数

東出雲中学校
生徒数

出雲郷小学校
児童数

単位：人（世帯）

　

東
出
雲
町
の
人
口
は
1
5
，8
6
6

人（
令
和
2
年
2
月
末
現
在
）。９
年

前
の
合
併
年
の
1
4
，8
1
6
人
と
比

較
す
る
と
1
，0
5
0
人
増
加
し
て
い

ま
す
。
地
域
別
で
み
る
と
、揖
屋
が

2
3
7
人
の
増
加
、
出
雲
郷
が

9
8
5
人
の
増
加
、
下
意
東
が

1
1
0
人
の
減
少
、上
意
東
が
62
人

の
減
少
で
す
。世
帯
数
は
４
地
域
全

部
増
加
し
1
，0
0
7
増
え
て
お

り
、核
家
族
化
が
総
じ
て
進
ん
で
い

る
と
言
え
ま
す
。

　

ど
う
し
て
揖
屋
地
区
の
人
口
が
微

増
な
の
か
、そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
住

宅
建
築
可
能
な
土
地
不
足
が
あ
り
ま

す
。不
動
産
屋
さ
ん
に
聞
く
と
需
要
は

あ
る
が
お
世
話
が
で
き
る
土
地
が
な

い
と
い
い
ま
す
。つ
ま
り
、東
出
雲
町
は

都
市
計
画
区
域
の
指
定
が
さ
れ
て
い

ま
す
が
、市
街
化
区
域
に
建
築
可
能
な

土
地
が
少
な
く
、周
辺
の
市
街
化
調
整

区
域
は
土
地
の
利
活
用
に
制
限
が
あ

る
こ
と
も
課
題
の一つ
で
す
。

土
地
利
用
を
考
え
る

現
状
と
課
題

現
状
と
課
題

校
区
ご
と
の
現
状
と
課
題

校
区
ご
と
の
現
状
と
課
題

　

東
出
雲
町
は
松
江
市
内
で
も
人
口
が
増
加
す
る
数
少
な
い
地
域
で
す
。人
口

は
地
域
活
性
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。そ
の
東
出
雲
町
で
人
口
増
と
住
宅
地
不

足
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
況
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
現
状
と
対
策
か
ら
土
地
利
用
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、

　
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。


